
「歓喜の歌」  

歌詞は、シラーの詩作品「自由賛歌」（Hymne a  l a  l iber te  1785 年）がフランス革命の直後

ラ・マルセイエーズのメロディーでドイツの学生に歌われていた。そこで詩を書き直した「歓喜に

寄せて」 (An d ie  Freude  1803 年）にしたところ、これをベートーベンが歌詞として 1822 年  -  

1824 年に引用書き直したもの。  一説にはフリーメイソンの理念を詩にしたものだともいう。  

ベートーヴェンは生涯にわたってシラーの詩集を愛読したが、実際に交響曲第 9 番ニ短調『合唱

付』作品 125 の第 4 楽章の歌詞に織り込むにあたって、3 分の 1 ほどの長さに翻案している。  

冒頭にバリトン歌手が独唱で歌う“おお友よ、このような歌ではなく…”は、ベートーヴェンが自分

で考えたものであり、シラーの原詩にはない。  

 

An die  Freude  

 

O Freunde,  n icht  d iese  Tone!  

Sondern las t  uns  angenehmere  

ans t immen und f reudenvol le re .  

（ベートーヴェン作詞）  

 

Freude,  schoner  Got ter funken ,  

Tochter  aus  Elys ium 

Wir  bet reten  feuer t runken.  

Himmlische ,  de in  Hei l igtum!  

 

Deine  Zauber  b inden wieder ,  

Was  die  Mode s t reng ge te i l t ;  

Al le  Menschen werden Bruder ,  

（シラーの原詩 :  

Was  der  Mode Schwer t  ge tei l t ;  

Bet t l er  werden Furs tenbruder ,）  

Wo dein  sanf ter  Flugel  wei l t .  

 

Wem der  grose  Wurf  ge lungen,  

Eines  Freundes  Freund zu  se in ,  

Wer  e in  holdes  Weib  er rungen,  

Mische  se inen  Jubel  ein!  

 

Ja ,  wer  auch nur  e ine  See le  

Se in  nennt  auf  dem Erdenrund!  

Und wer 's  n ie  gekonnt ,  der  s tehle  

Weinend s ich  aus  d iesem Bund!  

「歓喜に寄せて」  

 

おお友よ、このような音ではない！  

我々はもっと心地よい  

もっと歓喜に満ち溢れる歌を歌おうではないか  

（ベートーヴェン作詞）  

 

歓喜よ、神々の麗しき霊感よ  

天上の楽園の乙女よ  

我々は火のように酔いしれて  

崇高な汝（歓喜）の聖所に入る  

 

汝が魔力は再び結び合わせる  

時流が強く切り離したものを  

すべての人々は兄弟となる  

（シラーの原詩 :  

時流の刀が切り離したものを  

貧しき者らは王侯の兄弟となる）  

汝の柔らかな翼が留まる所で  

 

ひとりの友の友となるという  

大きな成功を勝ち取った者  

心優しき妻を得た者は  

彼の歓声に声を合わせよ  

 

そうだ、地上にただ一人だけでも  

心を分かち合う魂があると言える者も歓呼せよ  

そしてそれがどうしてもできなかった者は  

この輪から泣く泣く立ち去るがよい  

 



 

Freude t r inken al le  Wesen  

An den Brus ten  der  Natur ;  

Al le  Guten ,  a l l e  Bosen  

Folgen ihrer  Rosenspur .  

 

Kusse  gab  s ie  uns  und Reben,  

Einen  Freund,  gepruf t  im Tod;  

Wollust  ward  dem Wurm gegeben,  

und der  Cherub s teht  vor  Got t .  

 

Froh ,  wie  seine  Sonnen f l i egen  

Durch  des  Himmels  pracht 'gen  Plan ,  

Laufet ,  Bruder ,  eure  Bahn,  

Freudig,  wie  ein  Held zum Siegen.  

 

Se id  umschlungen,  Mi l l ionen!  

Diesen Kus  der  ganzen Wel t !  

Bruder ,  uber 'm Sternenzel t  

Mus  ein  l ieber  Vater  wohnen.  

 

Ihr  s turzt  n ieder ,  Mi l l ionen?  

Ahnes t  du  den  Schopfer ,  Welt?  

Such '  ihn  uber 'm Sternenzel t !  

Uber  Sternen  mus  er  wohnen.  

すべての被造物は  

創造主の乳房から歓喜を飲み、  

すべての善人とすべての悪人は  

創造主の薔薇の踏み跡をたどる。  

 

口づけと葡萄酒と死の試練を受けた友を  

創造主は我々に与えた  

快楽は虫けらのような弱い人間にも与えられ  

智天使ケルビムは神の御前に立つ  

 

神の計画により  

太陽が喜ばしく天空を駆け巡るように  

兄弟たちよ、自らの道を進め  

英雄のように喜ばしく勝利を目指せ  

 

抱き合おう、諸人（もろびと）よ！  

この口づけを全世界に！  

兄弟よ、この星空の上に  

父なる神が住んでおられるに違いない  

 

諸人よ、ひざまついたか  

世界よ、創造主を予感するか  

星空の彼方に神を求めよ  

星々の上に、神は必ず住みたもう  

 

 
 


